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実
践
報
告
〉
説
明
的
文
章
教
材
の
基
本
的
指
導
過
程
ー
l
論
理
構
造
の
把
握
か
ら
表
現
活
動
ま
で
|
|
こ
れ
ま
で
の
説
明
的
文
章
教
材
指
導
の
問
題
点
次
の
文
章
は
、
中
学
校
教
科
書
教
材
「
流
れ
橋
」
の
最
後
の
段
落
で
あ
る
。
「
流
れ
橋
」
は
、
今
の
鋼
鉄
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
と
違
っ
て
い
て
、
自
然
の
猛
威
に
立
ち
向
か
っ
て
こ
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
流
さ
れ
な
が
ら
、
自
然
の
猛
威
が
収
ま
る
ま
で
我
慢
し
て
い
る
橋
な
の
で
す
。
こ
の
「
流
れ
橋
」
の
姿
に
は
、
わ
た
し
た
ち
人
聞
が
自
然
と
ど
の
よ
う
に
つ
き
あ
っ
た
ら
よ
い
か
、
一
つ
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
に
机
。
こ
の
教
材
に
対
す
る
「
学
習
の
手
引
き
」
(
教
科
書
教
材
を
学
習
す
る
際
の
目
安
を
示
し
た
も
の
)
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
(お
あ
る
。
井
敬
夫
上
83 
五
「
流
れ
橋
」
を
生
ん
だ
人
々
の
知
恵
や
工
夫
に
つ
い
て
感
想
を
話
し
合
お
、
っ
。
「
流
れ
橋
」
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
カ
1
ド
に
整
理
し
、
紹
介
し
合
お
、
7
0
こ
れ
ま
で
の
説
明
的
文
章
教
材
の
指
導
は
、
右
の
「
学
習
の
手
引
き
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
教
材
文
の
内
容
を
「
道
徳
的
」
な
教
訓
と
し
て
取
り
上
げ
る
「
内
容
の
理
解
」
が
重
視
さ
れ
る
か
、
「
調
べ
学
習
」
と
い
う
名
で
社
会
の
授
業
な
の
か
国
語
の
授
業
な
の
か
区
別
が
つ
か
な
い
よ
う
な
「
発
表
会
」
が
多
く
見
ら
礼
的
。
一
方
、
今
回
の
教
育
課
程
審
議
会
の
答
申
で
は
、
「
文
学
的
な
文
章
の
詳
細
な
読
解
に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
た
指
導
の
在
り
方
を
改
め
、
自
分
の
考
え
を
も
ち
、
論
理
的
に
意
見
を
述
べ
る
能
力
、
目
的
や
場
面
な
ど
に
応
じ
て
適
切
に
表
現
す
る
能
力
、
目
的
に
応
じ
て
的
確
に
読
み
取
る
能
力
や
読
書
に
親
し
む
態
度
を
育
て
る
こ
と
を
重
視
」
し
て
い
る
。
機
か
に
文
化
や
慣
習
の
違
う
人
間
同
士
が
お
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
う
機
会
が
増
え
て
い
く
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
中
で
、
論
理
的
に
表
現
し
て
い
く
能
力
は
重
視
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
社
会
の
国
際
化
に
伴
い
、
国
語
科
授
業
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
論
理
的
な
表
現
カ
」
「
論
理
的
な
思
考
E
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
く
と
い
、
ヰ
弱
に
は
共
感
で
き
る
。
必
然
的
に
文
学
教
材
偏
重
の
こ
れ
ま
で
の
国
語
科
授
業
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
説
明
的
文
章
教
材
の
電
導
が
、
国
語
科
の
授
業
の
中
で
今
後
重
視
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
間
(4
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違
い
が
な
い
。こ
れ
か
ら
の
説
明
的
文
章
教
材
の
基
本
的
指
導
過
程
以
上
の
こ
と
か
ら
、
説
明
的
文
章
教
材
を
扱
う
場
合
、
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
特
質
と
し
て
、
次
の
二
占
…
が
考
え
ら
れ
る
。
I 
を
指重教
導視材
過しの
程て内
のい容
中く迎
に 。f拝
よ
重 l
号室
t~ ?J 
的ゃ
に論
導型
入的
しな
て文
y i 
の
車
E 
ー
は
、
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
読
者
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
文
章
(
い
わ
ゆ
る
説
明
文
)
の
本
質
を
、
早
川
証
の
形
式
」
と
考
え
て
、
内
容
よ
り
も
文
章
の
構
成
電
専
を
重
視
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
一
般
的
に
「
説
明
大
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
伝
え
た
い
内
容
を
分
か
り
ゃ
す
く
読
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
目
的
で
書
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
読
し
て
分
か
る
よ
う
な
文
章
で
あ
る
こ
と
は
、
「
説
明
す
と
の
必
要
条
件
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
「
説
明
す
と
の
読
解
に
時
間
を
割
く
こ
と
自
体
に
意
味
は
な
い
。
む
し
ろ
読
者
に
分
か
り
ゃ
す
い
書
き
方
の
工
夫
(H
レ
ト
リ
ッ
ク
)
を
知
る
こ
と
の
方
が
大
事
な
の
で
あ
る
。
E
は
、
児
童
・
生
使
が
論
理
的
な
表
現
力
が
身
に
つ
く
た
め
に
は
、
論
理
的
な
文
亨
主
脅
か
せ
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
立
場
を
前
面
に
出
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ー
の
よ
う
に
「
論
証
の
形
式
」
や
「
レ
ト
リ
ッ
ク
」
を
「
知
識
」
と
し
て
「
理
堕
し
て
も
、
実
際
に
そ
れ
を
使
っ
て
自
分
た
ち
が
表
現
で
き
な
け
れ
ば
「
説
明
文
」
を
教
科
書
で
扱
、
っ
意
味
は
な
い
。
最
終
的
に
は
、
児
童
・
生
徒
の
作
文
(
レ
ポ
ー
ト
)
作
成
と
い
う
形
の
授
業
に
な
っ
て
い
く
。
-
-
Eか
ら
、
こ
れ
か
ら
の
説
明
的
文
章
教
材
の
指
導
過
程
を
モ
デ
ル
化
(
p
a
)
 
す
る
と
次
の
通
り
に
な
る
。
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①
全
文
の
通
読
(
音
読
の
重
視
)
②
段
落
ご
と
の
キ
ー
ワ
ー
ド
(
主
要
な
語
句
)
の
把
握
①
全
体
の
文
章
構
成
の
理
解
@
表
現
活
動
(
作
文
・
レ
ポ
ー
ト
)
※
①
1
③
の
指
導
時
間
を
4
時
間
以
内
に
す
る
。
①
1
④
を
よ
り
具
体
的
に
授
業
レ
ベ
ル
で
以
下
詳
述
す
る
。
①
全
文
の
通
読
(
音
読
の
重
視
)
全
文
の
通
読
は
、
教
師
の
範
読
で
行
う
。
分
か
ら
な
い
読
み
が
な
に
は
教
科
書
に
ふ
り
が
な
を
書
き
込
ま
せ
る
。
こ
の
段
階
で
、
難
解
な
詩
句
に
関
し
て
辞
書
等
で
意
味
調
べ
を
さ
せ
る
指
導
を
散
見
す
る
が
、
教
師
が
口
頭
で
意
味
を
簡
単
に
説
明
し
な
が
ら
読
み
進
め
る
方
法
を
採
用
す
る
。
語
句
の
意
味
の
理
解
で
生
徒
の
読
み
が
つ
ま
づ
く
こ
と
を
防
ぐ
意
味
合
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
霊
式
段
落
ご
と
に
番
口
7
乞
つ
け
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
お
く
と
、
後
の
壇
場
の
際
に
能
率
的
で
あ
る
。
全
文
通
読
後
は
、
教
科
書
の
音
読
練
習
を
さ
せ
る
。
最
終
的
に
は
教
室
の
生
徒
全
員
の
斉
読
を
さ
せ
る
が
、
練
習
の
段
階
か
ら
す
ら
す
ら
と
音
読
で
き
る
よ
う
に
何
回
も
練
習
を
さ
せ
る
と
よ
い
。
音
読
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
一
分
間
に
三
五
0
1
四
O
O
字
を
読
む
く
ら
い
を
白
安
と
す
る
。
音
読
を
重
視
す
る
理
由
は
、
生
徒
の
誤
読
を
批
正
す
る
た
め
で
、
す
ら
す
ら
と
滑
ら
か
な
音
読
を
目
指
す
の
は
、
黙
読
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
た
め
で
あ
る
。
音
読
は
練
習
を
繰
り
返
せ
ば
繰
り
返
す
だ
け
向
上
し
て
い
く
。
達
成
感
が
明
確
に
生
徒
自
身
に
実
感
で
き
る
点
で
も
査
幼
で
あ
る
。
②
段
落
こ
と
の
主
要
語
句
(キ
ー
ワ
ー
ド
)
の
把
握
形
式
段
落
ご
と
の
主
要
語
句
(キ
ー
ワ
ー
ド
)
を
理
解
さ
せ
る
場
合
、
主
要
語
句
の
判
断
基
準
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
、
生
徒
た
ち
は
混
乱
す
{6
)
 
る
。
し
た
が
っ
て
発
問
の
仕
方
が
大
切
に
な
る
。
例
え
ば
「
第
O
段
落
の
主
要
語
句
(キ
ー
ワ
ー
ド
)
は
何
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
発
問
で
は
、
当
然
生
徒
の
聞
の
答
え
に
揺
れ
が
起
き
る
。
し
か
し
、
「第
O
段
落
で
は
1
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
部
分
に
線
を
引
い
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
発
問
で
あ
れ
ば
、
生
徒
は
探
す
手
が
か
り
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
主
要
詩
句
(キ
ー
ワ
ー
ド
)
を
把
握
さ
せ
る
段
階
で
は
、
発
問
レ
ベ
ル
で
の
吟
味
が
重
要
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
主
要
語
句
(
キ
ー
ワ
ー
ド
)
の
把
握
に
は
教
師
側
の
教
材
文
全
体
の
中
で
の
論
理
構
造
の
理
解
が
、
そ
の
ま
ま
発
問
に
表
れ
る
こ
と
に
な
る
。
教
師
が
論
理
的
に
授
業
を
進
め
る
必
要
性
が
あ
る
の
だ
。
③
全
体
の
文
章
構
成
の
理
解
説
明
的
文
章
の
文
章
構
成
の
基
本
型
を
「
は
じ
め
!
な
か
!
ま
と
め
l
む
す
び
」
の
四
段
構
成
と
し
{む。
こ
の
四
段
構
成
の
尺
度
で
、
教
材
文
を
意
味
段
落
に
分
け
る
作
業
と
、
意
味
段
落
ご
と
の
小
見
出
し
を
つ
け
さ
せ
る
学
習
が
こ
の
段
階
で
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
中
学
校
教
科
書
教
材
「
金
星
大
気
の
教
え
る
も
の
も
(問
」
で
は、
次
の
よ
、
つ
に
な
る
。
は
じ
め
・
・
地
球
の
双
子
星
な
か
1
・
・金
星
(
の
大
気
)
な
か
2
・
・
地
球
ま
と
め
・
偶
然
の
産
物
む
す
び
・・世
界
の
国
々
が
知
宙
・
γ
乞
出
し
合
う
こ
の
よ
う
に
文
章
の
構
成
を
意
味
段
落
の
単
位
で
簡
潔
に
把
握
す
る
と
、
教
材
文
の
「
論
理
性
」
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
。
④
表
現
活
動
(
作
文
・
レ
ポ
ー
ト
)
①
1
①
が
教
材
文
の
「
内
容
理
解
」
面
で
の
μ
子
習
だ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
段
階
で
は
、
教
材
文
の
文
音
属
成
を
使
っ
て
自
分
た
ち
で
作
文
を
書
く
と
い
う
「
論
理
的
な
表
現
」
の
学
習
で
あ
る
。
説
明
的
文
章
の
文
章
構
成
を
真
似
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
書
か
せ
る
作
文
は
「
論
理
的
な
(9
)
 
文
章
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
作
文
の
テ
ー
マ
は
、
教
材
文
に
関
連
し
て
い
て
も
、
い
な
く
て
も
構
わ
な
い
。
共
通
の
テ
1
マ
設
定
の
も
と
に
「
論
理
的
な
作
Z
を
書
か
せ
る
よ
う
- 85 
に
す
る
。
次
の
例
は
、
中
学
校
教
科
書
教
材
「
流
れ
橋
」
の
文
章
構
成
(
「
は
じ
め
!
な
か
l
ま
と
め
」
)
を
も
と
に
作
文
を
書
か
せ
た
生
徒
作
品
で
あ
る
。
(テ
ー
マ
一
遠
足
・
字
数
制
限
三
O
O
字
以
内
)
はじめ
「寸
なかI
「一一一寸
なか2まとめ
n 
失
敗
だ
ら
け
の
遠
足
中
学
一
年
女
子
私
た
ち
の
遠
足
は
、
お
世
辞
に
も
成
功
し
た
と
は
一
言
え
な
い
も
の
だ
っ
た
。
班
員
は
田
中
君
が
朝
、
東
武
練
馬
駅
に
七
時
半
に
集
合
だ
と
い
う
の
に
遅
刻
し
て
、
予
定
の
電
車
に
乗
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
班
長
な
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
山
田
先
生
に
遅
れ
た
理
由
を
報
告
す
る
の
が
と
て
も
は
ず
か
し
か
っ
た
。
存
焚
菌
で
の
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
で
は
、
い
き
な
り
地
図
を
間
違
え
て
、
自
転
車
し
か
入
れ
な
い
道
路
を
歩
く
こ
と
に
な
り
、
井
上
先
生
か
ら
注
意
さ
れ
る
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
。
結
局
一
つ
も
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
ま
ま
、
昼
査
場
所
に
は
い
ち
ば
ん
遅
れ
て
た
ど
り
つ
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
せ
っ
か
く
班
で
行
動
し
た
の
に
、
失
敗
だ
ら
け
で
遠
足
を
終
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
右
の
作
文
は
、
遠
足
の
具
体
例
(
な
か
1
・
な
か
2
)
と
具
体
例
の
共
通
点
(
ま
と
め
)
と
が
一
貫
性
が
あ
る
(H
論
理
的
に
整
合
性
が
あ
る
)
と
判
断
し
、
評
価
を
A
と
し
た。
以
ト
6
1④
の
指
導
過
程
を
全
体
拠
霊
計
画
の
中
で
八
時
間
以
内
で
収
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
一
つ
の
教
材
文
を
十
数
時
間
も
か
け
て
行
う
こ
と
は
、
た
と
え
説
明
的
文
章
教
材
を
重
視
す
る
と
い
、
ユ
リ
蕩
で
あ
ろ
う
と
、
時
(叩
)
代
の
流
れ
に
逆
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
四
ま
と
め
今
回
の
教
育
課
程
審
議
会
の
答
申
は
、
文
学
的
文
章
の
「
詳
細
な
読
解
」
に
偏
り
が
ち
だ
っ
た
こ
れ
ま
で
の
指
導
を
改
め
、
「
論
理
的
な
思
考
カ
」
や
「
論
理
的
な
表
現
力
」
の
育
成
の
重
視
を
明
言
し
て
い
る
点
が
画
期
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
説
明
的
文
章
を
扱
う
場
合
、
従
来
の
よ
う
に
内
容
の
理
解
に
終
始
し
て
い
て
は
「
論
理
的
思
表
カ
一
の
育
成
か
ら
は
程
遠
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
説
明
的
文
章
の
精
華
王
義
も
、
文
学
的
文
意
の
精
読
王
義
と
同
様
に
子
ど
も
た
ち
の
「
国
語
嫌
い
」
を
助
長
す
る
だ
け
だ
か
ら
だ
。
大
切
な
の
は
、
教
材
文
の
論
理
構
造
を
把
握
し
、
そ
の
論
理
構
造
を
参
考
に
し
て
生
徒
が
自
ら
表
現
活
動
を
行
う
ま
で
を
山
一
子
習
活
動
の
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
「
読
解
」
の
中
心
を
従
来
の
「
内
容
の
理
解
」
か
ら
「
論
理
構
造
の
把
握
」
へ
と
移
し
、
作
文
指
導
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
基
本
的
な
壇
場
過
程
を
提
示
し
た
。
「
個
性
尊
重
の
整
育
」
と
い
う
一言
葉
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
し
か
し
思
い
つ
き
を
言
い
っ
ぱ
な
し
で
終
わ
る
こ
れ
ま
で
の
国
語
教
室
で
は
、
子
ど
も
に
何
も
学
力
を
保
証
し
な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
放
任
」
を
「
個
性
」
と
履
き
違
え
た
教
育
で
あ
る
。
「
個
性
」
と
は
「
基
礎
・
基
本
」
の
上
に
育
ま
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
国
語
科
に
お
け
る
「
基
礎
・
基
本
」
と
は
「
論
理
的
思
考
亙
や
「
論
理
的
表
現
カ
」
で
あ
る
。
説
明
的
文
章
教
材
の
指
導
の
場
合
、
本
文
の
論
理
構
造
を
参
考
に
し
て
、
自
ら
表
現
す
る
ま
で
の
学
習
活
動
を
行
っ
て
初
め
て
「
論
理
的
思
考
亙
「
論
理
的
表
現
-E
は
育
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成
さ
れ
る
。
、主
(1
)
 平
成
九
年
度
版
整
育
出
版
『中
晶
子
国
語
2
』
よ
り
大
竹
三
郎
「
流
れ
橋
」
五
六
頁
(2)
前
掲
笹
五
八
頁
(3
)
説
明
的
文
章
教
材
の
「
内
容
理
歴
や
「
詞
へ
ま
直
を
首
夜
す
る
立
場
で
の
実
践
例
と
し
て
次
の
文
捗
古
参
照
の
、
」
と
。
*
大
分
県
中
学
校
国
語
教
育
研
究
会
編
『
中
学
校
国
語
科
授
業
の
展
倒
と
集
積
』
渓
水
社
一
九
九
六
年
よ
り
一
0
0
1
一二
六
頁
参
両
附
…
(4
)
「
論
理
的
思
考
力
の
重
視
H
説
明
的
文
章
指
導
の
重
視
」
と
い
う
考
え
方
に
は
異
論
も
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
文
学
的
文
章
で
も
論
理
的
田
釜
元
や
表
現
力
は
高
め
ら
れ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
文
学
的
文
章
教
材
の
指
導
観
に
つ
い
て
紙
幅
の
関
係
で
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
説
明
的
文
章
教
材
と
文
学
的
文
章
教
材
の
指
導
内
容
の
違
い
を
明
確
に
さ
せ
よ
う
と
い
、
?
王
張
が
は
っ
き
り
見
ら
れ
る
次
の
文
献
を
参
隔
の
こ
と
。
*
渋
谷
孝
・
市
毛
勝
雄
編
『実
践
言
語
技
術
整
宵
シ
リ
ー
ズ
中
学
校
文
学
教
材
編
1
1
8』
明
治
図
盛
一
九
九
七
年
*
市
毛
勝
雄
『説
明
文
教
材
の
授
業
改
革
論
』
明
治
図
啓
一
九
九
七
年
よ
り
七
1
五
九
頁
参
魚
。
(5)
市
毛
勝
雄
『説
明
文
教
材
の
授
業
改
革
論
」
明
治
図
書
一
九
九
七
年
よ
り
一
二
三
ー
八
八
頁
参
髭
…
。
こ
れ
か
ら
の
説
明
的
文
章
の
指
導
で
大
切
な
の
は
、
「
教
材
内
容
の
理
塑
で
は
な
く
、
「
教
材
の
論
理
構
成
の
把
握
」
と
そ
れ
を
元
に
し
た
「
表
現
活
動
(
作
文
)」
で
あ
る
と
い
、
ヱ
刀
向
性
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
市
毛
は
、
そ
れ
を
端
的
に
「
論
理
の
『刑
己
の
指
導
」
と
述
べ
て
い
る
。
(6
)
拙
稿
「
宗
芭
日
』
を
捉
え
る
言
語
技
術
を
明
確
に
す
る
」
『塾
育
科
学
園
語
教
育
一
九
九
八
年
七
E
Z
明
治
図
告
八
三
l
八
五
頁
悲
傷
…
(7
)
(
5
)
前
掲
嘗
二
0
1
二
四
夏
奮
…
。
論
文
の
基
本
的
文
章
構
成
に
は
、
「
序
弘-叩
l
l本
論
|
結
産
等
諸
説
が
あ
る
が
、
市
毛
の
提
唱
す
る
四
段
構
成
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
ー
従
来
の
「
序
論
l
本
論
1
結
論
」
の
=
一
段
構
成
で
は
順
序
性
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
内
容
商
で
の
安
委
に
乏
し
い
。
2
本
論
と
結
論
の
間
に
あ
る
論
理
的
な
塁
?
古
文
章
表
現
か
ら
捉
え
さ
せ
る
際
、
「ま
と
め
」
と
「
む
す
び
」
に
意
味
段
落
の
役
割
を
分
け
た
方
が
、
授
業
レ
ベ
ル
で
は
指
導
が
鮮
明
に
な
る。
(8
)
平
成
九
年
度
版
光
村
図
書
『国
語
3
」
よ
り
伊
藤
和
明
「
金
星
大
気
の
教
え
る
も
の
」
一
回
八
1
一
五
五
耳
(9)
市
毛
勝
雄
「作
文
の
授
業
事
塁
凪
明
治
図
書
一
九
九
七
年
よ
り
九
1
一
八
頁
、
九
五
1
九
九
頁
参
照
。
市
毛
は
、
文
学
的
な
作
文
で
は
な
く
て
、
論
理
構
成
の
明
快
な
作
文
(
H
論
理
的
な
作
文
)
の
指
導
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
完
全
週
五
日
制
導
入
に
伴
い
、
大
幅
な
時
間
数
削
減
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
説
明
文
指
導
と
作
文
指
導
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
こ
の
指
導
過
程
の
提
唱
は
、
築
者
(
井
上
)
に
は
大
変
宕
効
に
思
わ
れ
る
。
(叩
)
『
整
育
科
学
国
語
教
育
一
九
九
八
年
十
E
之
明
治
図
輩
一
龍
山。
右
瞥
で
は
、
「
文
学
教
材
の
襲
撃
義
の
克
服
亡
と
題
す
る
特
集
を
組
ん
で
、
現
場
に
事
註
す
る
「
精
社
説
王
義
」
か
ら
の
脱
皮
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
「
精
読
正
義
」
自
体
は
、
「
説
明
文
教
材
」
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
何
時
間
も
か
け
て
教
材
文
の
内
容
を
「
発
展
」
さ
せ
た
「
調
べ
μ
諸
白
」
な
ど
は
、
ま
さ
に
「説
明
文
教
材
の
精
読
王
義
」
と
吾一中
え
る
の
で
は
な
い
か
。
(口
)『=-言=
ロ
ニ
カ
/
流
れ
橋
」
明
治
図
寄
一
九
九
人
年
よ
り
拙
論
「
司『
流
れ
橋
』
の
実
践
-記
録
」
五
互
一
丁
八
一
二
官
弓由
本
一稿
で
提
案
し
た
説
明
的
文
章
教
材
の
基
本
的
指
導
過
程
を
具
体
的
な
授
業
レ
ベ
ル
で
検
証
し
た
も
の
が
、
右
の
も
の
で
あ
る
。
参
飽
じ
て
頂
き
た
い
。
(早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
謀
程
・
亙
尽
都
板
橋
区
立
赤
塚
第
一
中
学
校
)
- 87一
